論文の概要および審査結果の要旨　：　現代の大学入試における不本意入学者 by 竹内, 正興
- 1 - 
論文の概要および審査結果の要旨  
    
 
氏 名 （ 本 籍 ）    
  学 位 の 種 類    
  学 位 記 番 号    
  学位授与の日付     
  学位授与の要件    
  学 位 論 文 題 目    
  論 文 審 査 委 員    
               
                     
 
 





現代の大学入試 における 不本意入学者  
主査 原 清治（佛教大学教授）  
副査 篠原 正典（佛教大学教授）  














































































































- 4 - 
可能性を示している。  
 
論文全体を総じてみたい。  
 
論文の構成は、第１章～第３章において，不本意入学の観点から大学入試を取り巻く構
造と問題点を示した上で，第２章，および，第４章の実証分析によって不本意入学者の特
徴を明らかにするものとなっている。  
本論文において特筆すべきは、自身が実施した調査分析から、不本意入学は志望順位に依
存しないことを明らかにした点である。これまでの研究において，第一志望校に不合格と
なることが不本意入学となるパターンの一つであるという知見に対し，学習動機付けの要
因（第２章），受験生が重視する合否を決める要素，高校生活の振り返り，アイデンティ
ティの確立度（以上，第４章）という４つの観点から，大学志望度と大学本意度との関係
を統計的に分析した結果，不本意入学は志望順位に依存しないことを明らかにしている。
つまり，第一志望校に不合格であることが不本意入学ではないということである。  
また，不本意入学者の特徴として，第２章では，前述の通り，学習動機付けの要因の調
査分析より，「充実志向」，「訓練志向」，「実用志向」といった「内容関与的動機」，
すなわち，入学する大学に対して，学習内容に関連した動機付けを持っている者は，不本
意入学とはなりにくい特徴があることを明らかにした点にも見るべき長所がある。  
 
〔２〕審査結果の要旨  
 
本論文における新規性は，第一志望校に不合格となることが不本意入学のパターンの一
つであるというこれまでの知見に対し，不本意入学は志望順位に依存しないことを明らか
にした点である。その上で，本意度と入学満足度の組み合わせを不本意入学として定義し，
不本意入学者の特徴を明らかにした点は本論文の成果であるといえる。  
 
本論文は，日本の現代の選抜性を有する大学入試における不本意入学者の特徴の一端を
明らかにしたことで，大学不本意入学者を減少させるという観点から，高校での進路指導
や高大連携活動，また，大学入学後の不本意入学者への対応に寄与すると考えられる。  
 
一方で，今後の努力課題にも言及したい。大学全入時代の中で，選抜性を持たない大学
における不本意入学者の実態については，本論文では詳細な分析に踏み込めていない。ま
た，日本と類似した入試制度を採用している諸外国の不本意入学者の実態に接近すること
で，不本意入学の日本的特質について外国の入試制度の違いと比較しながら，より多角的
に分析できると考えられるが，本論文では日本国内の研究にとどまっており、日本的特質
を論じるまでには至っていない。これらの点については今後の研究課題ではあるが、それ
をもって本論文の完成度を低めるものではないことを付言しておく。  
 
以上、慎重に審査した結果、本論文は博士（教育学）の学位を授与するに相応しいと判
断する。  
